
私は今、KBC（関西大学放送
研究会）に所属しており、毎日
の学内放送の他、発表会や、コ
ンテスト参加などの活動をして
います。中・高と放送部だった
私ですが、実質的な放送活動や
トレーニングなど、また違うも
のに触れています。昨年末のNHK
放送コンテストでは優勝を果た
し、結果を残すことができまし
た。その他にも、部の運営面
や、学祭、発表会などのイベン
ト準備を通して、人間関係や、
社会を学ぶよい機会になってい
ます。
またこれは個人的な活動です
が、部の活動を生かして、地元
のケーブルテレビでは、市民リ
ポーターをしています。そして
なにより、専攻がマスコミなの
で、授業をそれらの活動に、ま
たそれらの活動を授業にフィー
ドバックさせたいと思っていま
す。
大学生は、何をやるにも自分
次第です。授業の履修も自分自
身で選択せねばならないし、高
校までは制限されていた多くの
ことから解放されます。きまり
がないということは、同時に、
注意されたりとがめられること

がないとい
う こ と で
す。つまり
その分、自
分自身での
制限、決断
が必要で、
自分で始め
な い 限 り
は、何も起
こらないと
いうことだ
と 思 い ま
す。待って
いては、大
学生時代は
なにも始ま
りません。
自分から行
動し、働き
かけなければ置いていかれるだ
けです。しかしだからこそ、自
分の行動でどんどん変えること
ができます。
いろいろな経験をするいい期

間です。身近なことを最大限に
利用して、学生生活を充実させ
てください。

（社会学部３年次生
佐々本なほ）

僕は現在、総合情報学研究科の大学院生と
して研究に携わる傍ら、もう一つの顔を持っ
ている。それは演劇。そう、エンゲキ、お芝
居をしている。
僕は、大学の演劇サークルの仲間と共に、
『特攻舞台 Baku―団』という劇団を発足
し、年に何本もの公演を行っている。最近で
は大阪市の�大家連という団体と協力し、精
神障害をテーマにした演劇と精神科医による
コラボレーションイベントを行った。新聞に
載ったり、ラジオで流れたり、ちょっ
と鼻高々だ。
お世辞じゃなくて、僕がこうして今
の、研究＆演劇生活をおくれているの
は関西大学という『場』のおかげだっ
た。僕が総合情報学部に来たのは、本
当に偶然。正直に言えば、第１志望で
はなかった。何の目的もなく、ただただ
「何かしなければ」という意欲だけが先
行する僕が選んだのは、「万絵巻（よろ
づゑまき）」という演劇サークルに入る
事。これも偶然。もちろん、演劇なん
て未経験。初めての仲間と初めての演
劇経験。
それから４年。演劇が好きっていう
より、一緒にいる仲間たちが、その場
所がお気に入りになっていた。

で、気付けば、今の二足のわらじ状態。そ
う、こんな事が許されるのも、関大という
『場』と『仲間』のおかげだ。感謝。
勉強もいいし、クラブもいいし、遊ぶのも
いいし、コンパもいいし、バイトもいいと思
う（僕は全部やった、もしくはやってい
る）。新入生の皆さん、関大という『場』と
『仲間』を大いにフル活用するべし！ なの
だ。
（総合情報学研究科修士課程 水本 剛）

私は大学・大学院の６年間で宅地建物取
引主任者、照明コンサルタント、２級建築
士の資格を取得しました。資格を取ろうと
したきっかけは、「こんな資格があるんだ
な」という非常に些細なことでした。宅地
建物取引主任者（通称：宅建）は宅地や建
物の取引業務に関するもので不動産系には
必要な資格です。照明コンサルタントは建
物の照明のコンサルティング能力を認定す
るものです。２級建築士は建築家をはじめ
責任のある立場で、住まいづくりや街づく
りにかかわる仕事にとっては必須の資格で
す。
これらの共通点は�住に関する�ことで
すが、それぞれの�住�に対する視点・捉
えかたが異なっています。一つの�ものご
と�に対し、いろいろな視点から見ていく
ことはどんなことに対しても必要なことで
す。
学生時の資格取得は一つのきっかけであ
って、得られる資格が重要なのではなく、
資格取得への挑戦過程こそが重視すべき点
だと思います。私の場合は、大学院の研究
で建築の照明の研究に取り組んでいました
が、より幅広い視野から建築を学ぶことを
考えたことがきっかけとなりました。
大学生活では学生自身の自主性が尊重さ
れます。勉強に精を出すのもよし、アルバ
イトに精を出してもよし、サークルに打ち
込むもよし。それぞれのスタイルがありま
すが、同じ４年間です。要はその４年間を
どう充実したものにするかだと思います。
（２００３年３月工学研究科博士課程前期課程
修了 田中利興）

私ほどの
関大好きは
いないとい
っても過言
ではないで
しょう。そ
もそも私と
関大との出
会いは高校
３年生の夏
でした。関
東、関西に
かかわらず
いろいろな
大学を見学
に行った私
ですが、関

大を見た瞬間にその規模の大き
さとキャンパスの雰囲気に一目
惚れしました。この学校なら私
を受け入れてくれる、そういっ
た直感を感じたのを覚えていま
す。
晴れて関大生になった私が関
大の良さに改めて気付いたのは
大学２年次生の時でした。２年
次生になると同時に以前からの
夢であったアメリカ留学に向け
てTOEFLの勉強を始めた私は関
大のその充実した施設に驚きの
連続でした。英語の勉強をする

にあたって私が特に活用した施
設はテープライブラリーです。
そこでは語学習得のためのテキ
スト、カセットテープ、CDなど
を自由に借りることができま
す。私は自分ではテキストを一
冊も買わず、その代わりにテー
プライブラリーにあった教材の
全てをやり尽くしました。
また関大には関西圏でNo．１の
規模を誇る図書館があります。
夏休みの大半を図書館で過ごし
た経験のある私は知っていま
す。とにかく凄いです。書庫の
量だけでなく館内の雰囲気も非
常によく勉強するのには最適な
空間でした。
こうした関大の施設を十二分

に利用した学習の結果、見事昨
年一年間で念願のアメリカ留学
を果たすことができました。
学ぶ意欲のある者にはとこと

ん勉強できる環境が整ってい
る、これが私の関大に対して抱
くイメージであり、事実です。
高校３年生の時に感じたあの私
の直感は正しかったと素晴らし
い先生方や事務職員の方、そし
て大好きな友達に囲まれながら
つくづく思う今日この頃です。
（文学部４年次生 山下晴世）
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関大に入ってからというも
の、大学とは遊べるようで遊べ
ないのだと実感しました。そし
て、うまくやるとこれほど充実
した生活は無いのだとも実感し
たのです。
私には幼いころからなりたい
ものがありました。大きくて今
でも届く気配の無い夢。弁護士
になるという夢です。そのた
め、入学当初から毎日バイトと
予習復習に明け暮れる毎日でし
た。あんまり詰め込んだせいも
あってか、だんだん最初ほどの
勢いが無くなっていくのが自分
でもわかるようでした。
そこで、参加したのがインテ
ンシブという、夏と冬に行われ
る英語の集中講座でした。多く
の人とであい、楽しみました。
その流れで私はサークルに参加
することになったのです。時間
は今まで以上になくなってしま
いました。バイトも授業もサー
クルも遊びも、すべて全力投球
で。でも、充実していました。
高校までにはできなかったこと
ができるんです。そのかわり、
責任とリスクは自分で背負わな
くてはなりませんが。この１年

間、遊ぶのと
同時に私は、
繰り返し基本
を学ぶように
心がけまし
た。２年次生
になるこの春
からはエクス
テンション・
リードセンタ
ーに行って、
資格を目指し
た勉強に切り
替えて行くつ
もりです。
新入生のみ

なさん。まだ
今目標は無いかもしれません。
遅くになってから気づいたって
間に合わないことはないでしょ
う。でも、早く気づけば気づく
ほど、この大学で過ごす４年間
は濃密になり、自分を成長させ
ると同時に、最高の学生生活に
なるのでは？ サークルでも勉
強でも何でもいいです。自分で
誇れるものを見つけてもらいた
いと思います。
（法学部２年次生 岡田麻利）
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私は現在、体育会１部柔道部に所属して
います。しかし、１年次生の時からクラブ
に入っていた訳ではありません。
私は、中学、高校と体育会のクラブに所
属していましたが、大学に入学してまでク
ラブ活動は…と思い、１、２年次生の時
は、何気ない大学生活を過ごしていまし
た。しかし、３年次生になり、「自分は、や
っぱり、体育会のクラブに入りたい」と強
く思うようになりました。そして、以前か
ら興味があった柔道部の門を叩いたので

す。そこから私の充実した日々が始まりま
した。
クラブに入って一番良かったことは、友
達が増えたことです。自分のクラブは、当た
り前ですが、いろいろなイベントを通じて、
他のクラブの人達とも知り合うことがで
き、いろいろな意味で視野も広がりました。
そして、柔道部に入部することで、柔道
だけではなく、日本のしきたり、礼儀作
法、人間関係などを学ぶ事ができました。
また、体育会のクラブに入らないと味わう

ことのできないであろう、学歌、
応援歌、逍遥歌の斉唱なども経験
できました。こんなに楽しくて良
い経験がたくさんできる所に、な
ぜ、１年次生の時から入らなかっ
たのか？ 今では、すごく後悔し
ています。
現在、私は、クラブ、ゼミ活

動、就職活動と、毎日忙しい日々
を過ごしています。しかし、素晴
らしい先輩方、後輩達、そして、
同年次生の仲間に囲まれて、毎日
が充実しています。私は柔道部に
入って本当に良かったと思うと同
時に、関大に入学したことを誇り
に思います。
（経済学部４年次生 細川 力）
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ニュースクールセンターは、「学校でない学
校」として、子ども達の自発・創造的な学び
活動の場を可能にしていく試みです。
実は、僕にとって子どもという存在はどち
らかといえば苦手なものでありました。大学
に入学した当初、自分に合いそうなサークル
やクラブを探しまわり、結局どこにも所属し
なかったことを思えば、その子ども達とアニ

メーションやLEGOによる映画制作などを楽
しんでいるのは、非常に意外な事なのです。
その団体の一員になったことが、単なる偶然
であったことに、変に感慨深いものをもって
います。
僕がニュースクールにいる原因は、その代
表である教育学科助教授の山住勝広先生のゼ
ミに入った事から始まります。そのゼミを選

択した理由も思い出せないほどつまら
ないものであったような気がします。
ただその事が、今自分が希望する進路
にも深く関わっていることを思えば、
あの時のつまらない選択の理由が大き
なものであったように思えるのです。
明確な進路が決まっていたわけでは
なかったのですが、ただ漠然と勉強し
たいとは思っていたので、ゼミの紹介
文の中に自分が求めていた「におい」
のようなものを感じたのだと思いま
す。そうでなければ、子どもとの活動
が楽しいものであるなど、僕にとって
気づくはずはなかったのです。
もちろん、それは体験を通して分か
ったものですが、その要素が自分の内
にあったことをやはり最初から感じて
いたのだと思っています。

（文学部４年次生 平野拓朗）

僕が商学部祭実行委員（以下商
祭）に入った理由は、商祭の先輩に
履修のアドバイスをしてもらってい
る時に、関大の学園祭についていろ
いろ話を聞いて、「おもしろそう
だ、自分もやってみたい」と思った
ことでした。
たぶん、多くの関大生は学祭の表
の部分しか見たことがないと思いま
す。僕も初めは学園祭なんかたいし
たことがないと思っていました。で
も実際に自分でやってみると、ほん
とにしんどいことがわかりました。
例えば模擬店を一つ出すにしてもど
んな店をどこに出すのか、またいつ
出すのかなど様々なことを決めなけ
ればなりません。そして、ステージ企画一
つにしても、実行委員は何度も企画を練り
直し、そして何度も司会の練習などをして
いました。そして学園祭当日はほんとにた
くさんの人がきてくれました。関大の学祭
には２万人ぐらい来ると言われ、当日はす
ごい人でした。
僕の場合は、学祭の準備を１ヵ月前ぐら
いからしていました。そして２週間前から
は、朝８時には大学に着いて、終電で帰る
というような生活だったので、本当に大変

でした。でもこれだけしんどい思いをした
ので、学園祭が終わった時の感動も大きか
ったです。打ち上げの時には、商祭のほと
んどの人が泣いていました。僕も何だかわ
けもなく涙が出てきて、大泣きしてしまい
ました。
もしこんな経験をしたいという人は、学
園祭実行委員になってみるのもいいかもし
れません。みんなとは違う学生生活が必ず
送れると思います。

（商学部２年次生 吾妻丘彬）

今日も笑顔でお伝えします
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弁護士という夢に向かって
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ニュースクールセンターの子どもたちと（右端が私）
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特攻舞台Baku―団公演『Live my Place!』より
（右側のオレンジ色のパーカーを着ているのが私）
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た
だ
い
ま
研
究
打
ち
合
わ
せ
中（
左
が
私
）

最高の笑顔でピース

主
将
と
二
人
で
（
右
が
私
）

世界に広がれ� 友達ネットワーク
（後列左から２番目が私）
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無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
ま
す
。
本
特
集
で
は
、

八
名
の
先
輩
方
に
「
関
大
だ
か
ら
で
き
た
」
エ
キ
サ

イ
テ
ィ
ン
グ
な
体
験
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
れ
ら
を
シ
ッ
カ
リ
読
ん
で
、
み
な
さ
ん
自
身
で
考

え
、
行
動
し
て
、
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
。

新
入
生
の
み
な
さ
ん
、
ご
入
学
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

い
ま
、
み
な
さ
ん
は
、
よ
う
や
く
受
験
勉
強

か
ら
解
放
さ
れ
、
新
し
い
生
活
を
始
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
四
年
間
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
夢
や
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
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